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２００５年４月２５日午前９時１８分頃、

ＪＲ西日本福知山線宝塚発同志社前行き上り

快速列車（第５４１８Ｍ）が塚口駅～尼崎駅

間の右曲線に制限速度７０㎞／ｈを大幅に超

える約１１６㎞／ｈで進入し７両編成のうち

前５両が脱線、うち前２両は線路脇のマンシ

ョンに激突、先頭１号車は１階駐車場へ突入

し原形をとどめない程に大破し当該列車の運

転士１名含む死者１０７名、負傷者５６２名

という歴史的な大事故が発生しました。事故の直接的な原因は制限速度を超えるスピ

ードでカーブに進入したことです。しかし、なぜ速度超過してしまったのかという背

後要因を掘り下げていくと、国土交通省航空・鉄道事故調査委員会（当時）が作成し

た「鉄道事故調査報告書」の本文には「インシデント等を発生させた運転士にペナル

ティであると受け取られることのある日勤教育又は懲戒処分等を行い、その報告を怠

り又は虚偽報告を行った運転士にはより厳しい日勤教育又は懲戒処分等を行うという

同社の運転士管理方法が関与した可能性が考えられる」と分析されています。再教育

にあたっては、「精神論的な教育に偏らず、再教育にふさわしい事故防止に効果的な

ものとするべき」との所見を述べています。この事故後、ＪＲ西日本では乗務員の再

教育の方法が見直されました。 

その一方、ＪＲ東日本では、福知山線脱線事故によって明らかとなった乗務員の再

教育における教訓がありながら、国府津運輸区や宇都宮運輸区での長期間にわたる懲

罰的な日勤教育によって、組合員が自殺を考えたり、医療保護入院に追い込まれるな

ど、かつてのＪＲ西日本の乗務員教育と全く同じ事が行われ、「社員としてどうある

べきなのか」「変わったお前が見たい」「運輸区でナンバーワンの運転士を目指せ」な

ど、明らかに事故・事象に対する背後要因の掘り下げの教育ではなく、精神論で追い

詰めハラスメントとしか言えない内容となっています。２３春闘の団体交渉で、経営

陣が掲げた目標に達成しないことを社員の責任にするという会社幹部の発言があった

ように会社は社員を守りません。私たちが安全で安心して働ける職場環境をともにつ

くりあげていきましょう！ 
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